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1
経

洚

被

策

の

転

換

.

')
.

ソ
速
経
済
は
、
'、現
在
、：.：
工
業
面
で
は
企
業
の
非
能
率
さ
.に
悩
み
、.
農
業
面
で
は
、.，
そ

の

生

産

の

停

滞

.に

苦

慮

し

：て

い

：
る

。

と

く

に

、
.
.
.
農

業

生

産

,
.の
停
滞
は
国
民
生
活
水
準
に
：影
響
が
大
き
い
だ
け
に
、
.悩
み
は
深
刻
で
あ
る
と
い
っ
.て
い

い

.6
こ
.の
農
業
生
産
の
停
滞
は
、.：政
策
転
換
の
原

因

と

考
え
ら
れ
て
い
る
が
、，
従
来
、
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
政
策
の
主
要
方
針
は
、
処
女
地
開
拓
と
、
と
う
も
ろ
こ
し
増
産
に
依
存
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

しがしすでに明らかになったように、この政策は失敗し、
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
失
脚
の
遠
因
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
、

，(

注
} 

•
こ
’の
フ
ル
.
.シチ
.ョ
フ
政
策
の
成
否
の
予
測
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
拙
著「

ソ
著
の
経
済
成
長
と
経
済
計
画」

第
一
’章
に
お
い
て
論
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ 

•.で
•は
.、
私
は
、
.こ
の

政

策

：
は

か

な

、
り

の

化

学

肥

料

と

農

i

'M
の
投
入
.が
な
さ
れ
れ
ば
可
能
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
が
、で
き
な
け
れ
ば
成
功
し
‘な
い 

' 

■-
•
t
:
'
あ
■ろ
う
し
、
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
の
政
治
生
命
も
こ
れ
に
か
か
っ
て
い
る
と
.指
摘
し
て
お
い
た
。
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処
女
地
開
拓
政
策
は
、
i

初
は
穀
物
不
足
の
一
時
的
補
充
と
し
て
有
効
で
あ
っ
た
。
事
実
、

一
九
五
八
年
を
除
き
、
、穀
物
収
獲
高
の
増
加
と
播 

猶
而
繁
拡
太
と
：

g

ほ
上
ん
ど
比
例
的
に
動W

て
い
る
？.：；と

い

羞

在

、-
従
来
の
土
地
の
填
位
面
獱
当
が
収
穫
高
は
不
奪
あ
っ
た
と
い
づ
こ

パ：：
'

ッ
乱
#
济
政
策
ー
の
：予
測
ノ 

ノ

ン

一

(

一
，)

A012()6
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と
に
な
る
0 :

小
麦
は〕

九
五
六
年
の
li
f
t当
乃
収
穫
率
以
来
上
昇
し
な
か
な
た
ば
か
サ
か
ピ
新
開
拓
地
め
た
め
に
、
た

■ゎ
え
ば
カ
ザ
ク
ス
タ
ン
や
.シ

ベ
リ
ヤ
へ
、
■
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
.
労
働
力
の
転
換
が
お
こ
な
わ
れ
た
た
め
、•，ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
發
物
生
産
量
は
か
え
つ
て

減
少
さ
え
し
た
。
p-

.
v .
ア
共

和
国
の
中
央
オ
ブ
ラ
ス
チ
で
は
、

一
九
五
三
年
に
七
五
〇
万
ha

あ
っ
た
耕
作
地
が
、

一
九
六
一
年
に
は
労
働
力
不
足
の
た
め
ニ
〇
〇
万

ha

に
減
少

.

ノ 

, 

こ

，

し
た
こ
と
が
、
‘

「
ソ
速
国
民
経
済
統
計
集
一
九
六
一
年
版」

三
ニ
五K

、

に

示
さ
れ
て̂

る
。
か
く
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
だ
け
で
も
、
五
〇
〇
万
ト
ン

^
 

 ̂

 ̂

.
V

.:
::;

:
:

.':....'.: 

パ
'

;

.

:

:

:

ぐ'
; .
'
.
■

.

,

:

.
:

.'
■一
し
か
も
ア
ル
.ツ
チ
ョ
フ
は
、.
一
九
六
--
*一
年Hf

月
の
演
説
で
;'
カ
ザ
ク
， 

し
か
し
、

一
九
五
六
年
ー
：：，
ー
呼'
五
：八
年
0

;
九
1

、丄
ハ
：ー.一:年
&
 

結 

局
::
'
:
1九
六
三
年
の
収
獲
率
は
航
当
り0

>
五
邮
に
と
ど
：ま
っ
だ"

乙
が
し
，'
と
ぅ
も
ろ
乙
し
生
鹿
は
た
し
が
に
予
期
ど
お
り:'
.
;§
当
り
収
獲
率 

は
向
上
し
て.お
り
、
ャh a
当
力
三
J

四
ッ
エ
'
ン
ト
：ネ
ル
：増
収
し
て
い
る
。
：ヾ
し
か
‘し
播
種
面
積
は
ブ̂

全
体
の
収
獲
増
.に
反
映
す
る
ほ
'ど
：の
力
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。

.

/

'

こ
の
結
果
、：|

収
獲
高
は
.'
:
—
九
五
八
年
の
二
：億
四

I

 

ニ
〇
万
ト
ン
が
ら
、k

九
年a

億
ニ
五
九
〇
万
ト
ン
、
六
〇
年
一
億
三
.四
四
〇
万
ト 

ン
、
六
：一
年
一
億
兰
四
四
〇
万
ト
ン
ニ
ハ
.
ー
ー
年
ー
億.四
七
五
0
万
ト
ン
.
：

(

計
画
は
，ー
億
六
四
〇
〇
万
ト
ン
.

)

と
推
，移
し
、
六
.三
年
の
画
期
的
な
不
作
を 

招
い
た
の
で
あ
.
る
。
六
兰
年
は
計
画
一
億
七
ニ
'一
 

0
万
ト
ン
に
対
し
、実
績
は
前
年
マ
イ
ナ
ス
;

1八
％
と
さ
れ
て
い
る
が
、：事
実
は
、ニ
 

と
み
る

の
が
妥
当
の
ょ
ぅ
で
あ
る
。
か
く
て
、
七
力
年
計
画(1

九
五
九〜
六
五.
年)

も
増
産
率
を
年
率 
一_〇
•

九
％
と
し
た
第
六
次
計
画(

一

九
五 

六
丨
六
〇
年
、
し
か
し
、
五
八
年
に
放
棄)

を
_、
二 
•

五
％
ま
で
引
き
下
げ
、
一
九
六
五
.
年
一
億
九
一
.六
〇
方
ト
ン
か
ら
ー
億
七
三
六
〇
万
ト
ン
と
低 

く
し
て
い
る
。
し
か
し
、
ま
ず
こ
の
計
画
は
困
難
で
あ
ろ
ぅ
し
、
一
九
七
〇
年
の
必
要
量
ニ
億
三
〇
〇
〇〜

ニ
億
六
三
〇
〇
万
ト
ン
は
ー
層
困
難 

と
考
え
ら
れ
る
.°
-

そ
ご
で
‘
：フ，ル
シ
#

;3
:7
ぼ
起
死
.
回
生
策
.
と
し
七
、
化
学
肥
料
の
増
産
へ
と
政
策
転
換
を
お
こ
な
い
.、

h a

当
り
一
ト
ン
を
三
ト
ン 

に
上
昇
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
；
耕
地
は
七
七
〇
〇
万
¥

で
可
能
だ
.
と
主
張
し
た
。

；

'

A
V
:
の
.化
学
工
業
重
点
政
策
ば
、
.肥
料
の
.増
産
と
利
用
を
，通
じ
.：て
、
..
:
•
!
!
民
の
食
生
活
向
上
に
資
す
右
と
と
も
に
、
さ
ら
に
エ
業
諸
部
門
に
お
け
る

ブ
ラ
ス
チ
ッ'ク
部
品
の
使
用
が
生
産
能
率
を
高
め
る^
い
--
5:
'こ
_と
.を
期
待
さ
れ
た
政
策
で
あ
っ
た
一
。
一

. 

. 

■ 

- 

' 

■ 

' 

■ 

■ 

• 

.

.
 

そ
こ
で
本
稿
は
こ
の
ょ
ぅ
な
政
策
の
効
果
を
予
測
す
る
試
み
の
へ
ー
い
つ
と
し
て
、
.ソ
連
の
生
活
水
準(

こ
こ
で
は
、
実
物
的
生
活
水
準y

を
測
定
し
て

み
一
た
。
：
.

：■
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：
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ソ
連
経
済
の
.成
長
過
程
が
、
極
端
な
形
.で
、「

生
産
水
準
.の
高
度
成
長
.を
実
質
賃
金
水
準
の
相
対
的
.立
ち
お
く
れ

,-
:
.を
通
じ
て
お
こ
i
っ
て
き 

次
こ
と
は
，、
' す
で
忙
明
ら
か
に
さ
れ
た
結
論
で
あ
る
。
.
.し
か
し
、
.
ン
連
計
画
経
済
の
か
.な
り
恣
意
的
な
«
格
体
系
を
考
え
る
ど
，、
貨
幣
面
で
の
分 

祈
結
果
を
現
物
面
.か
ら
も
追
求
し
て
み
る
孤
.霞
感
ぜ
ち

れ

た

':
°
そ

こ

「

成
長
と
！}R

質
賃
金
の 

雜

互

：関
，

を
明
晰
忆
分
新
し
ぅ
る
こ
と
に
着
眼
し
、
'ッ
連
.の
実
質
賃
金
水
準
の
適
去
及
び
将
来
に
お
，け
る
変
動
に
つ
い
て
、
計
量
的
な
分
析
. 

予
測
.を
行
な
ぅ
と
と
ゼ
氣
図
^
た
わ
け
で
あ
る
。

.
:
'
:1
'
;-
'
 ̂

■ 

•

遍

'^
■
か
ら
み
る
と
‘ァ
都
市
に
沐
け
る
廣
賓
賃
金
は
ゾ「

^
市

労

働

人

：
ロ
：
ー

.人
当
々
に
供
給
さ
れ
る
消
費
財
め
*」

と
し
て
‘定

義

さ

，れ

ぅ

る
°

に
つ
^
て
も
た
ち
：さ

れ

る

都

市

労

ロ

；の
伸
び
と
比
べ
て
、
.
こ
れ
を
土
回
る
伸
び
率
で
都
市
む
_け
消
費
財
供
給
が
な
さ
れ
れ
ぱ
、
，都

沛

袭

.:
«
赁
金
は
そ
九
た
け
上
昇
1
得

る

.,
9
し
か
し
消
«!
財
做
^
€>
-#'
び
の
.ほ
ぅ
が
下
回
る
ょ
ぅ
な
こ
と
が
起
れ
ば
、'
都
市
実
質
賃
^
 

こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
ぅ
0
:,'
.;
:
:-
,'
.
.
'
.
',
■
.■
.-
'

■:
:

.;
■•卜

'.
.
. 

.■
:
,
:
-
'
';
'*
'■
:
.

-と

べ

に

問

題

对

フ

都

市

と

農

村

と

め

間

で

ぺ

消

費

水

準

^

气

消

費

パ

へ

タ

ー

ー

シ

亡

に

較

差

が

存

在

 

.

す
な
わ
ち
、
労
働
力
は
、
農
村
に
存
在
し
て
い
る
限
り
で
は
.、
質
素
で
自
給
自
足
的
な
農
村
の
生
活
様
式
に
支
え
ら
れ
て
、
あ
ま
り
大
き
な
消 

费
財
需
耍
を
生
み
出
‘し
は
し
な
い
。
取
実
、
ソ
.速
で
は
、
最
近
に
.い
た
っ
て
飞
入U

.
Q
：

半
分
近
ベ
が
農
村
に
住
ん
で
い
る
に
も
か
か
.わ
ら
ず
、
•消

’

……

ソ
連
経
済
政
策
，の
予
測
‘

：

，
 

: 

. 

\

H

.

、

m
.

)

-



* • 、：都市の& 
労拗人口 $

都市向消齊財^ 消婢財洛 
生産迸⑶

都市労働人口 
1人当りm n  
財供給a

丹羽突贺货金④
消费財総供給 L 式 P 式

1928 100 ボ  70くp% ：100 ：：■ 100 100 100.
32 ■ 155 t 68.2 10$' 68 35.9 80.0
37, 210 68.9 162 76 63:4 175.9
40 264 70.2 175 . 66 43.7 68.3
50 277 76； 0 174 68 57; 0 80.7
55 ,3 4 6 73.5 . 290. 88 77.6 120.し

. 59 i 361 75,3 378 112 93.4 141.2
60 '3 7 7 76.0 ;390 112 ；•、一- 148.0

第 )L ’表 ’油赀財.供給贲から計算したソ速

，パ都市労働者ィ実質貨金J :の推移
> •* * *• '- ■ ： ■ * •

不明労 P 力を含む。 B e r g s o n  &  K u z n e t s  e d ,  

n d s  in. t h e  S o v i e t  U n i o n ,  1963, p .  77 ..の’W f‘

配:

T r <m:
注P 軍人 

E c o n

• E a ^ n  推計。 /  ,

® 蛀会化小売瘙開における小売総額中の比誼。I 928第は私’

Z 推計の最終財ゥュ— ト消

リ一 ..シスレード = ウ —  レ- 

して リンク した。，こq .消費

質賃金指数」の推計。•「季 

3, 1外 2 年 6 月号。 0 ルホ.

(公式統計〉

アスティ-  

丨年以降はグ 

トで卵•算 

含まれなレ、< 

価指数と実 

X I I ，N o 」 

入れ私算定。

入
費
財
需
要0 ;

太
部
分
：逢

遗
^

3

€

^

七
右
$

段

：部
市
住
民 

■;
:
.は
お
る
需
要
な
の̂

あ
.
务
。.
へ:1
>
.
か
し
.
('
.
へ
エ
業
化
の
進
行
に
'つ
れ 

■て
，A
か
.
.つ' 
て
，
0

農

：
民.た

ち.
.が
，都.布
の̂

働

者

と

、
し
、
て
：
働

く

よ

う 

.

に
：な
る
と
、
彼
ら
の
■生
活
様
式
は
都
会
的
な
パ
タ
ー
ン
に
急
変 

:

す
る
。.
'農
民
で
あ
.
つ
た
時
に
比
ら
ベ
て
、
ず
.つ
と
尤
量
の
消
費

財
が
彼
ら
：の:

一.
.人1:

へ
人.に
供
給
さ
れ
な
け
れ
ば
、
.
彼
ら
は
暮
ら

.

- 

- 
.

'

.

.

.
 

-

 

.

 

.

.

-

.

-

1.

て
ゆ
け
な
：く
な.る
。

X

し
た
が
、つ
て
.、：.労
働
力
の
都
市
集
中
ス

.....
 

•
.

ピ
ー
ド
が
速
け
れ
ば
速
い
ほ
ど
、
こ
れ
に
応
じ
て
消
費
財
生
産

の
伸
び
-%

急
速
で
あ
苓
こ
七
が
泌
要
に
な
つ
て
：

V

石
。
こ
の
両

:

者
の
競
争
で
、
消
費
財
生
産
の
伸
び
め
方
が
遅
れ
：は
じ
め
る 

,
1

'
と
>
'都
市
労
働
者
の
実
質
賃
金
は
頭
う.ち
、.に
な
：つ
た
り
、あ
る 

い
.は
-:
,
:
-
'
,
低
下
：し.棘
じ
あ
.た
ヴ
す
る
£;

と
'
に
な
る
で
あ
ろ
う：
。
-
.

.

, 

'

 

こ
.こ
に
掲
げ
た
第1
表
は
、
こ
の
よ
う
.な
現
物
的
な
ァ
プ
ロ

丨
チ

に
よ
つ
て
算
出
さ
れ
た

「

都
市
免
.修
著
"一
人
当
り
の
消
費
財
供
給量」
す
な
わ
ち
実
質
賃
金
の
推
移
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
当

•

 

.

.

.

.

.

.

 

..
 
.

•

 

•
 

•
 
•

然
の
'
.こ
と
な
が
ら
、
'
名
目
賃
金
指
数
を
消
費
者
物
価
指
数
で
.デ
フ
レ
ー
ト
す
る
と
い
う

r

普
通
の
方
法」

に
よ
つ
.て
算
定
さ
れ
た
実
質
賃
金
指
数

の
|

豪

1

1

1

1

が
認
め
ら
I

の
で
I

.

J
 

S
傷

V
さ
て
.、
沄
う
ま
セ
^
な
く
.
'と
の
.よ
う
な
«
済
の
成
長
過
.程
に
と
も
な
う
^
市
労
働
人
.ロ
の
ヾ
#
び
と
、

都
市
む
け
消
費
財
供
給
量
の
伸
び
と

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

 

.

.

.

.

.

. 

. 

. 

-.

.

:

.

は
、：
多
く
.の
変
数
‘を
仲
介
：̂
^
た
.複
.雑
な
相
互
依
存
の
関
係.に
あ
：る
9
:
:
_

• . 営店販売餌を含む。

® キャブラン= ムー

費財生産指数。1955, 

、ス壻敎束同じゥ本マ 

財には未加工食品は- 

④ 丹 羽 「ソ連小売物: 

，•刊理論経済学j :  V o l .  

一 X 市場をも考慮に,

I
:::

動

こ
の
よ
ぅ
に
、
多
種
多
様
な
フ
>
ク
タ
.丨
が
複
雑
に
、
そ
し
て
#
互
に
.か
ら
み
^
ン
て
い
务
限
；々
.:'
^

.る
の

が

最

..
%
.妥
当
な
.
.アプ
.ロ 

I チ
.で
あ
.ろ
.
.う
。
.
.

!
.

…

：
，
.
こ
、：

';
,べ
.く
'
_
.
ト
;.
'
,
:
.

)

-

'

.

.

 

.
：：--
'
.ぺ
.

• 

. 

.
■
. 

:

■

.

.

 

.

‘
■ 

■

そ
こ
で
、：
筆
者
は
、：

上
述
の
よ
ぅ
な
考
察
に
基
い
て
、
成
長
と
実
質
賃
金
^
準
の
あ
い
だ
の
関
連
を
定
量
的
に
解
明
す
る
た
め
に
、
そ
.し
て
、
 

j
':
:

:

.:

>

れ

ば

か
 

>
 で
拟
な

-<
ソ
連
経
济
.に
.つ
い
て
の
重
要
，経
资
指
標
を
あ
る
程
度
網
羅
的
が
.つ
総
合
的
.に

分

析

：
：
.
予

測

レ

得

f

ぅ
に
.、.、
，
行

動i

 

|編

.

.

.式
9
個
、
准
義
式
5
個
に
よ
.
.？
て
構
成
さ
れ
た
ソ
連
&
済
成
長
の
長
期
的
計
暈
モ
デ
ル(

ソ
連
経
済
成
良
モ
デ
^:
.
.
’
？

，3).

を
構
築
し
た
の
で
あ
る
。
 

I 

も
ち
ろ
ん
：、
.実
質
賃
金
の
分
析
に
の
み
使
用
す
る
‘の
で
あ
れ
ば
、
も
っ
.と
小
型
に
ま
と
め
ら
れ
た
モ
'ゲ
.ル
で
も
こ
と
た
り
る
で
あ
ろ
ぅ
が
、
多
少 

、.爾

場

^
 

モ
デ
ル
ぼ
：必
要
で
あ
る
。
な
お
、
筆
者
の
こ
の
モ
デ
ル
は 

j 

recursive: 

m
o
d
e
l

.の
型
に
編
成
さ
れ
、
行
動
方
程
式
め
■
定
は：r

逐
次
最
小
ニ
.

童
法」

.

.に
よ
0
^:
-行
な
わ
1
—

構
造
推
定
の
た
め
の
統
計
資

|
--
:-
;
'

「

ー
九
三
五〜

ー
九
.六
-ー’¥'
を
1
っ

た

(

戦
時
中
お
よ
び
終
戦
.

_期
を
除
外)

。
»
料

は

-—
:
丸
五
五
年
= 
一
0

0
 

て

.
も
し
く
は
二
九
五
：五
年=

 

一.：‘
o
の
指
数
に
^

;
し
た
^

^
用
い
た
。
*

:

.

.-,
•

| 

次

に

、

，こ

の
'「

ソ
連
経
済
成
長
.モ
デ
ル
.

N
o. 

3
」
：

を
紙
成
す
る
各
方
程
式
を
示
し
て
お
く
。
な
お
、
.以
下
の
各
方
程
式
の
番
号
は
、.
阕
宜
的
こ

(I

警
 

て
け
因
果
序
列
^
示
す
も
の
^
枕
な
い
。
ま
た
、

A

s
お
よ
び

<

R

n、
遂
次
最
小
一
一
重
推
定
に
お
け
る
従
属
変
数
誤 

\

 

:

差
の
標
準
偏
差
お
よ
び
相
関
係
数
を
示
ず「

‘

一
 

‘ま
た
、
モ
.デ
.
'ル.を
わ
か
り
や
す
く
図
解
し
.て
お
い
た(

第
1
図)

。

-■ 

- 

 ̂

>

| 

こ
の
モ
デ
ル
は
、
方
程
式N

o
,
1.

が
示
し
て
.い

..
^
よ
ぅ
气
最
終
需
要
が
鉱
産
原
料
お
よ1

■中
間
晚
生
產
恶
生
藤
水

#
を
#
夢
る
も
の
と 

| 

麗

系

れ

V

い
る
点
で
、
燊
想

‘と

要

は

、
.レ
.ボ
ン
チ
ヱ
フ
体
系
と
親
近
性
を

|
-:
'

ヌ
の
対
象
と
さ
れ
て
お
り
、したがっ

て
、
鉱
産
物
•
中
間
的
生
産
財
生
産
”
^

^
七

:^
最
終
需
要
部
門
へ
の
資
本
財
の
フ
ロ
ー」

§

の
，ヵ
バ 

ソ
連
経
済
政
策
の
予
測
' 

玉

'
玉

)
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ヴ
、イ

ジ

が

相

互

に

て

い

な

い

の

で

あ

っ

て

、
理
論
体
系
と
し
.て
は
、
レ
オ
ン
チ
エ
フ
体
系
と
全
く
異
な
っ
、，て
い
る
。
ま
た
"方
程
式

.
N
P

4 

;

' ^
多

，：：
5:

が
朋
ち
：か
£

-7
J
N
L.:
r
v>
同

：

I

時
点
に
お
け
る
生
産
諸
要
素
の
間
で
の
相
互
的
代
替
の

可
能
他
を
認
め
て
い
る
。
た
だ
し
、
鉱
工
業
に
つ
い
て
は
、
資
本
と
労
働
と
の
間
の
代
替
可
能
性
は
iH'
J
堤
さ
れ
て
い
る
が
、「

農
産
原
料」

と

「

資

• 

.
 

........... 

. 

.

...

木

•
労
働」

と
の
あ
い
だ
の
，同
一
時
点
に
お
げ
る
相
互
的
代
替
は
行
な
わ
れ
な
い
も
の
と
仮
定
し
た
。
鉱
工
業
の
生
産
関
数
が
、

(

方
程
式N0.1 

含
別
.に
.
.
4
て
も
.

)

，
方
程
式

.;
^
0，..テ

V

な
^

.
エ

•
'
'
農
両
部
門
で
の
.也
産
関
数
の
推
定
に
お
.い
て
.は
、
.f

ル
テ
ィ
5

ニ
ア
リ
テ
ィ
ー
と
計
算
の
煩
雑
を
怖
れ
て
、
多
元
回
帰
を
用
い

て
い
な
'い
'。，
各
生
産
要
素
の
投
入
を
加
重
幾
何
平
均
で
総
合
し
た
:

「

単
ー
.の
投
入
指
数」

，
を
作
成
し
、
こ
の
投
入
指
数
と
生
産
指
数
と
を
対
応
さ

.

... 

.....

.

.

.

. 

-
:
 

.

.

.

.

;せ
て
.ー
：変
数
の
回
帰
方
程
式
の
形
式
で
生
産
関
数
を
推
定
1>
た

。

、
多

元0.
_
を

用

い

：
：；て
1'
.な
い
め
、に

も

虹

轰

ら

ず

、
極
め
て
皮
好
な
結
果
を
得

1

と

笔

I

ぶ

.
,:
へ

-へ

資
本
形
成
関
数
.(

方
程
式
.
N
P 

2.'

お
：ょ
び
.
.

No. 3
)
：

以
外
の
'全
：て
の
行
動
方
程
式
は
、
対
数
線
型
式
と
し
て
推
定
.し
た
。
そ
の
結
果
、
各
方
程
式
が

- 

•
' 

- 

• 

-
• 

• 

• 

• 

• 

< 

* 

«
«
-
« 

-• 

•
. 

• 

• 

•
.
. 

.

:

一'変
数
の
回
帰
方
程
式
の
形
式
で
推
定
さ
れ
て
い
る
の
.に
も
か
か
わ
ら
ず
、「

成
長
経
済」

と
し
て
'の
：性
格
が
強
い
ソ
連
経
済
の
各
指
標
を
非
常
に

: 

• 

(

3)

'
. 

■

よ

く
と
ら
え
る
こ

と
が
て
き
る
よ

ぅ
に
な
つ
て
い
る
0

以
上
の
ご
と
く
、
.こ
の
S

ル
で
は
、
七
個
の
外
^

.こ

.
'れ
ら
の
推
定
値
を
利
用
し
て
そ
.の
.他
.の
.多
数
の
童
要
経
済
量
を
容
易
に
算
定
：，•予
測
し
’ぅ
る
こ
と
に
な
る
0

.

資
本
係
数
へ
労
働
生
産
性
、
資
本
装
備
率
、
都
市

•農
村
間
の
労
働
人
口
比
酸
';
.農
産
物
商
品
化
率
、
等
々
の
諸
指
標
が
.そ
れ
で
あ
る
。
ま
た
、

国
民
所
得
の
変
動
を
■
定
、
' 予
測
す
る
こ
と
も
容
易
.で
あ
る
0
,'
'
.
'
パ

.：

■
,
.
:

し
か
し
、
こ
.の
モ
デ
ル
に
は
、
タ
イ
ム
•
ラ
グ
が
.一
一
力
所
だ
け
し
か
含
ま
れ
て
お
ら
ず
V
レ
か
%:
、
.そ
の
'.影
響
力
は
比
較
的
微
弱
で
あ
る
。
ま

た
、
，在
庫
変
動
も
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
。.
し
た
が
っ
で
、:'
こ
.
'の
ギ
デ
ル
に
は
、0_

的
変
動
を
追
跡
す
离
に
は
適
レ
て
ぉ
ら
ず
..
>
1主
と
し
て「

水

準
の
趨
勢
的
変
：#」

を
追
跡

.
マ
了
測
す
.る
た
め
に
の
み
用
い
ら
れ
る
べ
き
も
の
•と
考
え
る
べ
き
で
.あ
ろ
.

う
。
.
.
' .

• 

v
\ 

«

(

1)

ソ
連
の
,̂
合
、
戦
前
の一

九
三
〇
年
代
に
す
で
に
実
質
賃
金
水
準
は
大
幅
の
低
下
を
示
し
、
：第i

次
五
力
年
計
画
開
始
前
の

一
九
ニ
八
年
の
水
準
を
回
復 

し
，
そ
れ
を
上
回
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、.

よ
う
や
く
.

一
.
九

五

〇

年

代

の

後

半

に

な
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
。
'
こ
の
間
、
鉱
エ
業
生
産
は
極
め
て 

■急
速
な
成
長
を
示
し
、
一
九
二
八〜

六
一
年
の
期
間
に
約
十
倍 

'.(

西
欧P

諸
国
で
一
般
に
用
い
ら
れ
て
い
る
純
生
産
指
数
の
計
算
方
式
に
.よ
る

)

に
生
産
水
準 

:
が
：上
昇
し
た
の
で
あ
っ
た
。.

ソ
連
経
済
が
し
ば
し
ば
生
座
と
消
費
の
，跋
衍
性
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
も
当
然
'
と
い
え
よ
う
。

日
本
の
場
合
-%
こ
の
.よ
う
な
跛
行
性
が
.指
摘
さ
れV

い
^
が
、
H
本
.で
は
、

一
九
二
九〜

六
.ニ
年
に
鉱
工
業
生
産
は
六
.
.八
倍
に
上
昇
し
た
が
、
：実
質
賃
金 

:
水
準
ぽ
ー
•
九
倍Q

上
昇
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

•■
;
. 

.

.

:

:
.
2

) 

r
e
c
i
i
v
e

 

m
o
d
e
l

及

び

逐

次

最

小

ニ

重

推

策

に

：
：
つ

い

て

は

.、福
地
澡
生「

計
量
経
済
学
入
門」

東
洋
経
済
新
報
社
，昭
和
三
七
年
、
一
六
四〜

一
六
七
頁
、
 

お
よ
び
、
速
水
佑
次
郎「

逐
次
最
小
一
ー
乗
法
に
関
す
る
覚
费
ー
季
刊
通
論
経
済
^-
^

^

^

^

/
穿

ド

エ

九

六

—
^
^
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3)

こ
の
モ
デ
ル
の
詳
細
に
つ
い
'て
は

'
丹
羽
春
喜「

ソ
連
餘
済
亂
長
.の
単
純
な
.エ
コ
ノ
メ
ト
リ
ッ
ク
•
モ
デ

ル
：

(

改
訂)

»_: 『

社
会
学
部
紀
要』

.Vo
l
.
9
.

関
西 

.学
院
創
立
七
•五
周
年
記
念
社
会
学
部
論
文
集(

一
九
六
西
年
十
一
月)

.
を
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.以
上
に
概
f

九

た

「

ソ
連
経
済
成
長
モ
デ
ル
?
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3
」

が
、
.

：

ど
，.の
程
度
ま
で
説
明
力
を
.も
っ
、て
い
.る
.か
^
わ

か

々

や

す

べ

吟

味

す

る

た

め

.
に 

は
、「

過
去
に
向
け
て
の
予
測」

.

(

単
純
内
挿)

•
を
試
み
て
み
る
の
が
f

て
っ
.と
り
早
い
。

ゝ

■

ま
た
、
.将
来
に
対
す
る
諸
種
の
実
験
的
予
測
を
行
な
う
こ
と
が
、
.わ
れ
わ
れ
の
最
も
大
き
な
関
心
事
で
あ
る
こ
と
：.は
い
う
ま
で
も
な
い
。

'
 

し
か
し
、「

夺
測」

i
行
な
う
.に
当
.っ
て
、
こ
の
モ
デ
ル

^

0
V
3

.

は
、

一
見
し
た
，と
こ
.ろ
で
.は
、
.若
干
、
.
'不
便
で
あ
る
.よ

う
'>
-に

見

え

る

か

も
 

し
れ
な
い
。

#

fに
よ
る
ゐ
方
程
式
と
;^
数
ゼ
よ
る
方
程
式
と
ー
が
混
合
し
て
用
い
、ら
れ
て
い
る
.か
ら
で
.あ
る
:.
0
-し
，
か

し

。

こ
.れ

：
は.外
見
：だ
'け
で
あ 

る
。
資
本
形
成
に
_
す
る
諸
方
程
式
ス
方
程
式N

o
.
2, 

N0,3:,,. N
o

k

が
因
果
序
列
の
最
初
'に
.位
，.し
て
い
る
：た
め
、
.そ
れ
ら
を
分
離
し
'て
^
 

こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
他
の
諸
方
程
式
の
中
で
は
定
義
式
で
あ
る
方
程
式N

P
.
1
2

の
み
が
真
数
に
よ
る
方
程
式
で
あ
る
■に
す
ぎ
な 

ソ
連
経
済
政
策
の
予
測 

、

_ 

し

、
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第 2 奉 誘 導 型 係 数 行 列 （対数表示によ.る)

\ 外少変数 
内\  一-—. 
生1 \
変 冬 X  
数 \

0 “ t Om % ，-士 L ,t-1 推定の1
Ka，(~i

推宠の
K itt

推宏の
N<j,(-1 矩 数

0“ ' . . 一 ぐ 0.4623 0.0335 0.1459 0.4470 1 -- 一0 .0156 —0,0268
Nc, t 0.4009 0,3038 0.1873 0f0135 0.0591 0:1811 —0.4507 - 0 . 0063 0.6880
0£ 0.3475 0.2633 0.1C23 0.0117 ,0.0512 0.1569 ; ' :— —0.0055 0 .0714

& '
0,3272 .0. 2484 0.1529 0.0111 0.0483 0.1479 . — - 0 . 0052 0.1891

；_ _ -- 0.3765 0.9601 0.1188 0.3640 .一 , て.：一 —0.4455 マ 0.6536
M, — — 0.5465 0.0396 0.1725 0.5284 一 0 .0184 ，0 .3661
风 " 0.3616 0.2740 0.1689 0 ,0122 0.0533 0.1633 —0.4065 —0 .0057 0.8052
Na, ........— .....*-- ■ ' \ ... 1.8657 0.2309 : ■ 一 - 0 . 8657 —0.3866
L0> j-r • 1.8657 ._ ~T_ ......；— —0 .8657 -
Q-^i — — -0 . 2309 — ■丨 — 0 .3866

.

I 

,
い
。
■こ
の
、

N
o
,
1
2

は
総
労
働
カ
指
数
ム
が
施
と
ひ
の
両
措
数
の
加

.
-よ

--か

，

- 

.
.

-
- 

-
-

^

こ
は
重
算
術
平
均
と
し
て
定
義
さ
れ
得
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
式
で
ぢ
あ 

-

■
.
算

b,
N 

.

.

.

で
： 

'だ

。
-
' 

'
.

る
が
、.
と
■の
場
合
、
'加
重
算
術
平
均
に
•ょ
る
値
は
、
'ゥ
エ
ー
ト
さ
え

.数

.ヒ
る
.

y 

パ

：

.

^

%

同
じ
で
あ
れ
ば
、「

加
重
幾
何
平
均」

に
ょ
る
値
と
近
似
し
て
い
る
と

働
想
定
し
得
る
。そ
の上
、大
多数
の内
生変
数に
対す
る

r

2
や

.

,フ

52
;
。，
？

の
与
え
る
影
響
は
、

相
互
に
相
反
す
る
効
果
が
相
殺
し
あ

'

.
1

:

雜
'
l
':
o
て
、'

IH
味
の
i
こ
ろ
比
較
的 

し
た
が
つ
て
、
方
程

.
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6

^
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.

.式

。̂
，.

に
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近
似
的
に
加
重
幾
何
平
均
に
ょ
る
次
式
、.
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02
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，

数

し

、
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?
•丨

る

逆
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o
g
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.
4
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N
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5
3
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o
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:
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;

J-
.4X
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勿

铷

'

：と
取
り
替
え
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こ
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許
さ
れ
得
る
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あ
ろ
う
。、
こ
の
ょ
う
な
処
理

:-
:
:
.R r

+ o
,

f.

成
.
喷

：
：'..

1X
W

る
'
'
•
，る
•碑

：

に
ょ
っ
て
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ま

ず

K

S
と
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*
の
予
測
さ
え
先
に
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ま
し
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^
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.
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卜
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"
す

：
。
あ
.け
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.

.
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.

.
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.
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「

^

tx
Lf
f
iUT
t

^
そ

：

ま
え
ば
、
：あ
と
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全
て
対
数
'計
算
の
み
.に
ょ
っ
て
予
測
作
業
を
簡
単 

o)
88
.
-of
,
.el
:示
^

^，
.
'
V
. 

,

も

10
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0
奶
を

_
か
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第

2
表
は
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以
上
：の
、ょ
う
な
や
り
方
で
作
成
さ
れ
、
誘
導
型
の
係 

卿 

i 
_

 

ベ |

 
本 

l
Ki
-

—

r (
>

= K

>

す 

一

i

 

f

柄
リ
い
こ
：の
：モ
デ
ル-め
ょ
う
に
' '

逐
次
最
小
.
一1
重
推
定
を
用
：い
た
場
合
に

. 

型

,
Vi
L

.と
K
.真
決

■

■ I

fc
K
D
.う
②
：袖
•

::
は
r
:各
内
生
変
数
に
.つ
：.い
て
.の
>:
-
,

「

證
ぺ
向
け
て
の
予
測」

(

単
純
内

4*H

:
.
:
■
.
,
.
■■挿

) ：：：. ：

の
値
は
、
別
個
の
柞
業
を
行
な
わ
な
く
と
も
、各
。ハ
ラ
メ
I
タ
ー

77.9
82.1
87.6■; r '

' 114.7
121.9 : 
129,4 
137,8 
146.3

58.3
60.7
65.3

1. '  ..く...-

72.7

50.1
ソ'へ:::52.5
へ' ' : . .55.4

推宠されたo c推定されたNe 突 際 の Nc

1935 ‘ 52.9 .5 3 . 5
36 55.4 57.1
37 59.2 -5 8 .7
38 62.9 .63.8
39 67.8 64. 9
40 78.0 73.0

51 34.8 88.3
52 91.8 91/5
53 ' 92. 8 .3 94.4

■ 54 94.7 98.7
55 103.3 • 1 0 0 . 0
56 107.1 103.4
57 110.2 107.4
58 111.2 112.1
59 115.4 117.5
60 120.1 ； 123.8
61 132.7 130.8

第 3 表 0,の内挿推定値と実際値との比較第 4 表 N eの内挿推定値と実際値め比較

(1955年の突際値-:100)

実 際 の 0,

47.0
52.6
56.7
59.8
63.2
61.2
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.
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.
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(1955 年=100〕

ソ
速
経
済
政
策
の
予
測

.の
推
定
作
業
に
と
も
：な
.

っ
：.

て
そ
れ
上
同
時
に
算
定
さ
れ
て
し
ま
う
。
 

0

か
し
_こ
の
ょ
う
な
内
|

淀
値
|

 :
な
.f

い
っ
I

、
.数
値 

.

許
算
誤
差
の
累
稹
ゆ
基
^
■•
<

-

歎
響
が
.多
少
は
含
ま
れ
て
お
り
、ま

..

た
、
 

「

特
に
わ
れ
わ
為
の
場
合
'ft
、
方
程
式
：No

r
l
2,:

を

N
?
12

、

.に
取
り 

#
え
た
も
デ

ル
.

€>
:
.謙
導
型
：を
実
際
の
：i

に
用
い
ふ
；

^
、
'•
そ
の
^
味
を
か
ね
て
',
:
'

「

過
去
.へ
向
け
て
の
予
測
.

」
5 :
純
内
挿) 

作
業
を
念
の
た
め
%-
う

.ー
度
や
ー
っ
' て
お
く
と
と
：に
し
た
。
 

v:
;
.
:
第

3
表
と
第
4
.表
は
、
前
掲
の
誘
導
！1

を
用
い
て
、，
戦
前
に
つ
い 

V

は

：

一

九
：ーー1四
年
、："戦

後

に

つ

い

て

ば

：
：
一

九

五

0
年
を
そ
れ
ぞ
れ
初
.

. 

:

■
値
と
し
て
> :N

„

 

1〗

.を
贿
次
に
先
決
内
生
変
数
と
し
た
経
路
追
跡 

:

的
単
純
内
挿
.の
結
果
を
，
実
際
値
と
比
べ
て
み
た
も
：の
.で
あ
る
。
当 

:

初
の
：問
題
^

!が
ぢ
い
っ
て
わ
れ
わ
れ
の
.こ
の
モ
デ
ル
で
戦
略
的
に
. 

.

.最

も

重

要

性

を

も

っ

て

，
い

る

と

こ
ろ
の
.，こ
つ
.の
内
生
変
数
0 0
と
.风
と 

::

に

>>
ぃ

て

の

数

値

だ

け

を

示

し

て

ぉ

：
ぃ
：
た

。

こ
：
の
一
一
；
つ
の
.
表

か

ら

容
 

為
に
読
み
と
.り
得
る
ょ
：う
に
、
予
测
精
度
は
非
常
に
高
く
、
わ
れ
わ 

.れ
の
モ
デ
ル
ば
充
分
に
有
効
な
も
の
で
あ
る
と
判
断
し
て
ょ
い
で
あ 

ろ

う
0 

:
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■
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を
行
な
う
場
合
、
外
生
変
数
の
値
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. 第 5 表6 つづき '■ ■ y  -«；■'：
一 — ；— ----------- ~ r — ~ .… ...； — ー _:—— _ _ — —— r _ r_ _ _ — ^----------------- ------_ ...：7 _ _ - i ；r- ._ _  '• ' < ■

-評価 - 部純外抑の場合と比べて形式的には, と丸をたかめれば務丨? f j実質賃金に「奸影響^! 

丨 が あ る よ う に 思 わ れ る 。 しかし現在の実際的な状況で住宅や第三次産業への投資.を庄縮 

： • しえるかどうかは疑問セ灰る。 ‘へ ：: ： ‘ •

;《化 学 工 業 投 資 ド ラ イ プ の 影 響 》 パ. : 3  ：

; 前 提 1%1午において，化竽工業投資は l i , e 億ルーブル '(推定)，総棱鳄貊（粜中f jb i投資 

1 . + 非集中計画投資+ U ルホ*-ズの自主的投寳）の3 であ っ /こ 。 これを蓋準にし’そ 

| ' 19抑年までの化学工業投資ドライブ'の結果を見稹ると, 総投資餌が平均年率9 %そ、成長 

I. すると仮萣 .しても，撕禅までに化学工業輝奪の比重，従づて：c 襞投資の比重は相当に 

! 増大することになる（他の工業諸部門の投資比重を下げない•ものi すれば)。:こめi 業投 

資比抵Ri の増大が農業投資比重’R。を切り卞げることによ6 て行なわi t るものと仮定キ 

■ . る。その他は単桦外瘅の場合と同じ。 丨 ' •

計 算 結 果  •

0。 Nc 0JNC

1966年 189.8 169.1 ' 112
68年 204.9 179.1 114
70年 217.8 188.5 116

評価この計算は，化学工業投資ドライブの「しわよせ」が R：：にのみよせられる場合と:1；( 
う特殊な想定ビ基づいている。都市実質賃金へ9 影_ は単純外挿め場合よサもすろ,惑 

い。単純外挿のR“ 60, Ra，60 という仮定ゆ，考え方を変えれば, イ匕学工業投資.ドライ 

ブ の 「しわよせ」が他の：C業諸萍門の投資比重’を犠牲にして， H i の内部id、妈瑝きれる 

場合と考え得る。 しかし,他の工業諸部門の投資を大きく犠牲にすることは困難と考え 

ちれ，又住宅，解三次産_ への投資を圧縮するH とも難しいから，. 農燊投資.の坊重が， 

この場合のように犠牲にされる場合もありえるセ'あろう。どの場合，化学化による生産 

関数の根本的変化がおくれれば, : この計算掏のよ:うに化学化投資ドライブは都市実質資 

' ，金に対してむレろ，悪い結果を与えることもありうる。 しかしその程度は思った悻どで 

はなかった。 * : ； i、

~ 

ソ
連
経
济
政
策
の
予
测
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\ 

‘
\

ゾ
，
' 
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'

_つ
：い
で
、
：何
ら
か
^
想
定
を
置
か
な
け
れ
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\な
ら
な
い
。.
こ
の
外
生
諸
変
数
に
づ
.い
て
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く
想
定
を
実
験
的
に
種
々
変
化
さ
せ
る
こ
と
に 

.

ょ
：っ
て
、
#
く
の
興
味
深
い
-政
m
te
予
測
や 

分
析
を
な
し
ぅ
る
こ
と
.は
云
5
ま

で

.%.
な 

.

.い

.0

.こ
こ
で
は
、
単
純
内
挿
の
ほ
か
、
軍
縮 

'
が
大
幅
に
行
な
わ
れ
た
場
合
と
、
政
府
が
投 

資
の
産
業
間
配
分
.の
重
点
を
変
え
た
場
合
と 

.を
実
験
的
に
仮
定
し
て
、
.
I

;
分
析
を
行 

な
つ
て
み
る
こ
と
'に
し
た
。
そ
の
結
果
を
、
 

第

5
表
に
ま
と
め
て
示
し
て
お
X
。

こ
の
計
算
結
果
が
明
ら
か
に
示
し
て
い
る 

ょ
ぅ
に
、
単
純
外
揷
の
場
合
、
都
市
実
質
賃 

金
水
準
の
動
向
に
，と
ゃ
て
決
定
的
な
重
要
性 

を
も
つ

'C
/
N値

が

極

く

わ

ず

が

し

.か

上

昇

し

え
 

ず
、
ほ
と
ん
ど「

頭
ぅ
ち」

'
と

い

.
つ

て

ょ

い 

ょ
ぅ
な
傾
向
を
ー
亦
し
て
い
る
点
は
重
大
で
あ 

へ
る
ク
女
遽
.の
、将
来
&
ぉ
げ
る
都
市
実
質
賃
金

.
5
. ( 

ニ
ー
一)

第 5 表 （法 1)

《単 純 外 揷 》

前 提 ① 1962~ 70年の期間, Rf, 60, Ra,6 0 を彼定する。

- ② 兵 器 生 産 高 0 „ は 1964年〜：19^0年の期間， 9 %の 成 長 （平均年率)。

1963年を•195 と 推 定 （1955 =  100)。
③ Of は 1962^70年の期間， 9 %の 成 長 （平均年率) 。 .
④ 総 労 働 力 は 1960〜70年の期間，平均年率1•巧。/。で成長。ただしこのようにして箅 

定された総労働力から軍ん家事使用人を除いたものを，このモデルでのL とする。 

この期間中,軍人及び家亊使用人の合計は6 .8〜7.0 (100万人）の水準にほぼ一定 

しているものと想定+ る。' 'へ ’':..''

: ⑤ 蒔 種面 積 は , ；̂ 70年 で 237.0 (100万へクタール）にまで達するものとする。

計 算 結 果 （1955年実際値=100)

oc : ‘ Nc 0 C/Ne

1%°年{ S 内 嫌

134. 4 128. 8 109
137. 8 120. 1 、 115

.66年モデル外挿値 192. 7 171. 1 . 113
68年 」 " 213. 9 185. 4 115
70 年 . " 237. 2 201.0 118

評価単純外揷のままセは都市実質賃金の大幅な上昇は期待するのが困難なようである。

《軍 m 効 果 k  /  ’ ：

前 提 I9,別年以降，.兵器生産高の成長率を'ゼロと仮荦i その他は, 単純外揷の場合と同じ。

計 算 結 畢 （1955年実際値=100) t

' . ■ 0. ：0 M

: 1 # 年 192.9 158.2 122
68年 214 2 162.8 132

:7(?宇 237.8 167.6 142 .

評街単'純外挿の場合と比べてみると，兵器生産高の成長をstopさせたことによる都市実質 

賃金への好影響‘は大きぃく： ， ；• 、

《エ ，: 農 © 資 旬 t 重 を 全 面 妬 に 高 め る 効 桌 >

前提 .’ 佳.宅や鍮三次産業への投資を各る程度犠牲にして，エ，農投資の比蜇を高めるような' 

‘ •丨. 投資政策がとぢれるものと仮定してみる。従ってこのような性格の投資配分であったと 

.ころの R , .，5 5 , H a，55 が 1962〜1970年の期間中雜持されるものと仮定した。 その他は 

単純夕I•挿の場合^ 同じ。 '

計 算 ’結 果

* 1 - , Oc Nc O M

1966年 , 197.5 169. 5 117
68年 221.1 183.5 120
70年 246,8 198.7 124



1966年 賴 年 1970年

消費財生産量

都市夯働人PI (軍人，家 
:事使用人を含まず） 

都市労働人口 (軍人，家 
事使用人を含む）

農村向け消費財供給割合 

都市向け消齊財供檢#1合 

_ 質賃金水準 • ( 部市);

143

138

134

17.8%

82.2%

115

159 

149 

144 

,16.3%  

83.7%

176 

162 

155， 

14.6% 

85.4% 

127

第 6 表都市実質賃金の将来における発展予測 

( ごのモデ々の.単純外揷による） （I960年実際値= 100)

で

Om

同

下

合は 76.0 
なわれて, 

C, 上と 

Wするど 

1 =  100) 
0 年

給割 

が行

、て 

P測 

蓉値 

970 
14

につ V、

来を予 

年実際

水
華
が
、'
.こ
の
ま
ま̂

は
ぐ
あ
支̂
-

大
幅
ぬ
上̂

レ
得
^
い
と
茗
を
そ
れ
は
物 

語
.つ.
て

：
い

る

か

ち

で

，
あ

る

-0
'
.い
.
5
ま

で

も

な'<
-
、
：
.
§
値

叹

そ

の

ま

ま

で

は

実

質
 

賃
金
指
数
.と
同
じ
も
0 :
.と
*

做
ず
わ
げ
に
は
ゆ
か
な
い
。；
第1
図
で
示
さ
れ
て

:

い
：る
よ
う
に
"
実
質
賃
金
水
準
を
考
え
る
#
:に
：は
、
,.
.
:
:
都

市

•
農
村
間
の
消
費
財

.

.

.
：
 

.

.

.

.

.

.

.

. 

'
 ̂

■ 

• 

;

.
- 

.

•
 

. 

.....

配
分
割
合
，(

ソ

連

で

は

過

去

三

五

年

間

、

.；

都

市

だ.
.け
供

給

，の

比

重

が

七

〇

％

前

後

で

：
余 

.
.々
変
.ち

：
な.か
.つ
た)

：
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
允
ら
ず
，
：ま
.た
、：
N c
に
軍
人
•
彖
事

〔

使
用
人
を
算
入
し
て
計
算
を
行
な
わ
ね
ば
な
ら
.な
い
で
あ
.ろ
う
。
こ
；れ
ら
の
フ

'
.
. 

.

ァ
ク
.
•タ.丨
は
関
数
化
す
る
こ
と
が
困
難
で
、
.お
よ
そ
の
推
定
で
満
足
し
な
け
れ 

ば
な
ら
な
か
が
、
だ
い
^
い

の

と

：こ

ろ

、

第

e
表
の
よ
ぅ
な
数
字
と
な
る
。
い 

ず
れ
I

よ
、：:
.
:大
蓉

実

質

賃

金

上

昇

は

期

待

で

き

言

|

い
。

.ノ 

.
•何
ら
.か
.め
渾
縮
措
攉
が
講
じ
ら
れ
て
ノ
兵
器
生
產
暈
⑴
の
成
長
が
ス
ト
ッ
プ 

さ
せ
ら
れ
た
場
合
、
_
値
は
か
'な
り
上
昇
す
る
こ
と
が
で
き

、

実
質
賃
金
は
相
当
引
ぎ
上
げ
ら
れ
得
る
可
能
性
が
：あ

る

(

都
市
実
質
賃
金
は
、
こ
の 

場
合
、諸

6
表

と

同

じ

や

实

靜

そ

て

、
一
九
六
〇
年〜

七c
>
l

期
間
に
^

 

: 

:

.

第W

次
産
業
や
住
宅
へ
の
投
資
を
犠
牲
に
し
て
、
1:
.
農
投
資
に
ー.
.層
め
重
点
髮
お
：く
政
策
は
、
：形
式
的
に
は
^

値
を
単
純
外
揷
の
と
き
.に
比 

べ
て
若
干
引
き
上
げ
る
こ
と
が
セ
き
は
す
る
が
^

ソ
連
経
済
め
現
状
で
ほ̂

例
え
ば
都
市
住
民
ー
人
当
り
の
住
居
面
積
は
ビ
ニ
丸
ニ
^
年
代
前
半
に
比
し

-
• 

.

.

.

:

圓
 

-• 

•
 

.
 

.

.

.

. 

.

て
、、
一
九
六
一
.年
頃
で
約
，

1 '

割
低
く
な
つ
て
ぃ
る)

、
こ
の
よ
ぅ
な
政
策
を
^
る
こ
^
.は
不
可
能
で
あ
る
。
、ま
た
、
'.
も
し
.こ
の
よ
ぅ
な
投
資
政
策
を
強 

行

す

れ

ば

、

サ

ー

ビ

X

，
住

宅

面

で0
立
ち
'遅
れ
激
化
に
よ
る
取
民
生
活
へ
へ
の
霞
ば
>
著
し
い
も
め
と
.な
る
で
あ
ろ
ヲ
。
;
;'
:

'

,

.

，
：

.

:

I 

f 
■

こ
 

■.
.
.
.
ト
 

,

■ 

• 

- 

• 

- 

. 

.

.

.

. 

. 

.

. 

. 

■

-

:
し
.か
し
、：
も
し
、
何
ら
か
の
手.段
で
農
業
生
産
を
飛
躍
的&

筒
め
、
ま
た
：、：
消
費
敗
.エ
業
の
農
產
原
料
へ
の
压
倒
的
侬
存
を
脱
却
さ
せ
る
こ
と

注 1960年o 都市向け消費財供 

あった。‘なお 1964年以降軍縮 

の成長率がゼロであっすこ場合於 

方法で都市実質賃金水準の将茨 

, 餌のような結果となる (I960今 
1966 年 1968 年 

120 130

.ガ
で
き
る
な
ら
は
、
と
の
よ5な
ジ
.レ
.ンマ
は

解

決

さ

：
れ

る

で

.
あ

ろ

ぅ

/0
.特

に

最

近

：、
：
停

滞

傾

向

の

.
著

し

い
：ソ
連
農
業
€>
.
.現
状
に
.
て
ら
し
て
み
る

と
、

(

こ
の
よ
.ぅ
な
方
策
が
強
く
要
請
さ
れ
る
こ
と
は
当
然
で
あ
ろ
う
:,
9
最
近
1
ち
出
さ
れ
た
野
，心

的

な

.~

.化
学
化
政
策」

-.
は
.、
明
ら
か
に
こ
の
欠

ぅ
.な
意
味
で
、
生
産
関
数
自
体
の
根
本
的
な
変
化
も
し
ぐ
は
.シ
フ
ト
を
.狙
つ
た
:%
の

と

云

，
い

得

る

で

あ

ろ

ぅ

。

•
 

.
 

.

■

'

第

5
表
の
軍
紈
外
揷
の
. 

'
デ

s
, .E? 

2
と
い
1
仮
定
は
、
：考
え
方
を
.変
え
れ
ば
、：

い
ま
計
画
さ
れ
て
い
る
化
学
正
業
投
資
ド
ラ
ィ
ブ
の
.「

し
わ

よ
せ
.

」

が
他
のM

業
諸
部
門
の
投
資
比
重
を
犠
牲
に
し
て
' 
‘故
の
内
部
で
瀣
さ
れ
る
場
合
を
仮
定
し
て
い
る
，こ
I

同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
、
 

他
の
エ
業
諸
部
門
の

.#
資

を

大

き

く

犠

牲

に

.す

る

こ

：
.
と
は
姻
難
と
考
え
ら
れ
、
ま
た
、
.住
港
や
第
三
次
産
業
へ
の
投

資

を

庄

縮

す

るy j
と
も
難
か 

■•
L
い
現
状
で
あ
る
。
，.そ
'こ
で
.、
：第

5
表
で
は
ノ
最
後
に
、
_.^
々
犠
牲
.に
し
て
1
を
增
大
せ
：し
：め
た
場
合
を
考
え
て
み
た
フ
'
\

当
然
、
都
市
実
質
賃
金
水
準
へ
や
影
響
は
、
単
純
外
挿
9
'

墙
合
よ
り.も
若
干
悪
く
な
る
。
'

し
か
し
、

：

そ
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程
度
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、.
.
余
り
激
し
い
も
の
で
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よ 

か
っ
た
。

.

' 
v
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,

^

 

- 

，
も
ち
ろ
ん
、
‘
.

こ
の
場
合
、
実
際
に.は
'

、
：
；化
学
化
に
よ
る
生
産
間
数
の

.変
化
に
.
よ
つ
て
、
も
ら
と.
楽
観
的
.な
結
果
が
生
じ
奋
可
能
性
が
多
い
。
し 

か
し
、
も
L

、
化

学

化

に

よ

る

生

産

関

数

の

根

体

き

こ

の

，計
算
例
の
よ
ぅ
：に
：、
現
在
計
画
中
の
巨
大
な 

吡
学
化
投
資
ド
ラ
ィ
ブ
が

>

都
市
凄
質
賃
金
水
舉
に
对
し
て
む
し
ろ
悪
い
影
響
を
与
え
る
こ

.

と
も
あ
り
得
る
わ
け
で'あ
る
.。
 

.

そ
の
他
め
諸
内
生
変
著
つ
い
て
も
、
興
味
廣
い
予
測

•へ分

析

が

な

じ

得

る

.が

-'

紙
幅
：に
眼
り
が
あ
る
本
論
文
で
：は
广 

と
は
で
き
な
い
。
上
述
の
単
純
外
挿
の
■
刖
提
|

づ

く

予

測

値

を

、
：
主

要

な

内

生

諸

変

数

に

つ

：
_
い

写
 

.と
ど
め
る
。
た
だ
、
.
a
が

相

当

な

成

長

を

一

不

レ

、
；
：
さ

.ら
に
於
が
そ
れ
を
上
回
る
高
度
成
長
を
示
し
：て
ハ
.る
こ
.
'と：̂

|
目
に
値
す
る
。

;

.ご
れ
は
.
常

造

推

，
定

の

た

め

の

餘

i
期

間

を̂

J

て
0.
が

：
か

な

り

大

幅

に

成

長

、
し

.得
た
状
況
が
外
揷
さ
れ
て
'い
る
こ
と
を
示
す
と
同
時
に
、
埒 

来
に
お
.い
て「

農
産
物
商
品
化
#」

が
極
め
て
大
幅
に
.引
き
上
げ
ち
れ
ね
ば
:^
ち
な
い
こ
と
：を
物

 ̂

リ

ッ

ジ

.
が

相

違
 

し

て

.1
る
た
め
単
純
に
比
較
す
る
こ
と
は
危
険
で
あ
る
が
、
概
算
し
て
み
た
と
こ
ろ
で
は
、
農
村
人
口
.が
減
少
す
る
結
果
、
‘農

^

一

人

当

り

の



ノ. . ：了
0, 0 , M；V Kf N ,. .. 哪 U

1966 235 193 164 V 233 287 171 158 83
68 270 214 ■178 263 345 185 3.70 78
70 311 237 193 :297 413 201 183 73

%

比 較 （1955年実際値=第 ;7 表主要内生変数予測<

L

100.
100.
100.
100.

%

棉による単のルデ'
モ 

，の. こ
.

C

S.

La ' L • N0
• (百方> 0  (百万人） く:. %
52.1. 107.2 5 1 .4： 48.
42.6 • - 118 . 7  64.1 35,
40.2 : 122.7 67.2 32,
37.4 126.9 70.5. 29.

家事使用人を障く（1960年は実際値),

工業勞働資本装備辦$
( K i / N f ) (1叩5 年実際値:=100) 

182 
.203 
226

注工業の労働生産性，資本 

装備率，及び平均資本係数 

ご の予測値はこのモデルの単 

純外挿による。 .

実際値^100)
■( ：

;表

労働人口の構成: 

凡

(百万人〉
60 年 55.1 
66 76.1
68 82.5
70 89.5

注 軍 人 ，

係数

55年

第

19i

第 9 表

〔工業労優!生産性〕 H 
(0/N.) (1955年実際値=10< 

1966 149
68 159
70 170

〔工業平均資本 

(K.-/0) (19!
1966 122

' 68 128 
70 133

:

農

産

物

自

己

消

費

：量

を

^
ぐ
に
切
'り
'下

げ

な

く.と
も
？

こ
の
よ
う
な
商
品
化
率
の
引
き
上
げ
は
、
論
理
的
に
は 

.

(

2)

可
能
な
よ
う
で
あ
る
。

’

ま
た
、
こ
の
こ
と
は
、
前
述
の
実
質
質
金
水
準
に
つ

. 

'
い
て
の
.予
測
値
が
、，
こ
の
よ
う
な
.比
較
的
好
調
な
農
業

■

生
産
の
成
長
と
農
産
物
商
品
化
率
の
上
昇
と
を
土
.台
と

.し
て
導
き
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
し

.た
が

0
て
、：.
，
%

f
 

.

一
九
六
三
年
.の
.そ
れ
の
よ
.う
な

»
業
不
振
が
頻
繁
^
襲
来
し
、
将
来
に
お
け
る
農
業
生

産
の
成
長
率
が
低
下
す
る
よ
う
な
こ
と
で
も
あ
れ
ば
、

，.ソ
連
の
実
質
賃
金
は
.「

頭
う
ち」

ど
こ
ろ
で
は
な
く
、

低
下
す
：.る
.よ
う
な
場
合
さ
え
.あ
り
得
る
か
も
し
れ
な

-ぃ
0
:
. 

.
'

内
ー
一
.
：
：
■
. 

.
■
.
•■
:

r
前
述
し
.た
ょ
ぅ
に
、
第
'
7表
め
諸
数
値
が
与
え
ら
れ
れ
ば
、'
:こ
れ
ら
に
関
連
し
た
多
く
の
重
要
な
経
済
的
指
標
を
算
出
.
予
測
す
る
こ
と
が
で 

き
.る
。
' 

.

こ
こ
で
は
、
鉱
工
業
の
.資
本
係
数
、
同
じ
ぐ
鉱
工
業
の
労
働
生
産
性
と
資
本
装
備
率
、

•
農
村
間
の
労
働
人
口
比
率
を
予
測
し
て
お 

い
た(

第 

8 表
、
第 

9 表
>
0 

'
:
ニ

'
:
:
: 

■

労
働
の
資
本
装
備
率
が
.犬
幅
に
上
昇
し
て
い
る
に
も
か
.か
わ
ら
ず
、
労

-^
生
產
性
の
上
昇
率
が
比
較
的
小
さ
.く
、
そ
れ
を
反
映
し
て
、
資
本
係 

数
に
上
昇
傾
向
が
見
ら
れ
る
が
、
こ_

の
こ
と
は
、「

生
産
水
準
の
高
度
成
長
と
実
質
賃
金
ボ
準
の
相
対
的
に
：低
い
上
昇
率」

.と

.い
、ぅ
跛
行
性
を
生

Ka と Kf の内’神推定値

’戦前 • 1934年，戦後‘.1955\ 
‘年を初期値として累加計算ノ

• l ■ , * ふ

Ka
■ .ぃ ぃ _ 

K,-
* ' V »

ニ  - ム

推定値 突際値 推足値 実際値

‘1935 • 38.8 39.1 23.0 22.7
36 42.0 41.6 26.1 25.0
37 45.5 { 44.4 28.9 27.3.

' 38 ■ ; 48.9 49.2 32.0 30.2
39 51.7 50.4 35.0 33.6
40 55.2 1 50.7 38.7 ' 37.6

1951 59.4 60.7 63.8 64.4
52 65.4 67.7 71.2 71.7
53 72.1 74,6 < 79.2 80.7
54 80.4 85.0 87.9 90.0
55 91.2 100 • 98.0 100
56 105.2 117 109.0 111
57 118,9 129 120.5 125
58 133.7 141 133.0 134
59 149.3 157 146,9 144
60 165.3 170 162.3 163
61 182.0

-i~------；-------- -

― 178.8 1 ―

(

i

こ
の
第
5

表
で
' 

r

w

s

,

W

I」

も
し
く
は
.「

R
i
s
s
,

 

R
a
s
s」

と 

し
て
言
及
さ
'れ
て

い

る

の

は

、

そ

れ

ぞ

れ

、
，
一

九

六

〇

年

に

お

け

る

队 

と
ル
の
値
、
お
よ
び
，

一
九
五
五
年
は
、
取
と
仏
と
が
と
も
に
栩
め 

て
高
い
値
を
示
し
た
年
と
し
て
特
長
づ
け
ら
れ
る
.
"

(

2)

M
指
数
を
算
出
す
る
た
め
に
と
ら
れ
た

品
目
に
つ
い
て
計
算
す 

.

る
と
、
.一
九
五
.五
年
に
お
け
る
.0
.に
対
す
る
前
の
商
品
化
率(

農
業 

純
生
産
の
う
ち
の
国
家
調
逹
•
買
付
商
品
化
率)

は
五
ニ •

七
％
で 

あ
っ
た
。
こ
れ
を
基
礎
と
し
て
第
7
表
の
数
字
を
利
用
し
て
計
算
す 

—

.る

.と
、
こ
の
よ
う
な
国
家
•
調
達
買
付
商
品
化
率
は
次
の
よ
う
な
推 

-

後
を
た
ど
る
こ
と
に
な
る
。

'
、

み
出
し
た
ソ

連
経
済
の
体
質
を
，へ
別

の
.測
面
か
ら
浮
き
ぼ
り

.

に
し
.て
.
.い
.る

も

：の

と

い
う

こ
^ .

が
で
き
よ
う

0
.

し
か
も
実
質
賃
金
の
上
昇
率
.は
、
.こ

. 

-
.

の
唐
性
上
昇
率
よ
り

.も

.

I

Iい
も
の
I

る

2

ろ

う

と

予

響

れ

々

る

f

g

味
深
い
。
'

.

,

,

,

.

.こ
の
よ
う
な
資
本
係
数
と
賃
金
分
配
率
と
の
変
動
趨
勢
に
つ
い
て
は
，
.
す
で
に
本
誌1

九
六M

年
一
：̂

号
に
お
い
て
検
討
し
た
が
、.
有
名
な
.ア 

ル
ズf

:

ニ
ア
ン
論
文
：

( 「

共
産
圏
問
題」

1

九
六
四
年
六
月
号
所
収)

も

述

べ

；
て

い

る
'と
お
り
、
.消
費
水
準
の
向
上
：は
資
本
係
数
の
低
下
を
期
待
し
な
け 

れ
ば
不
可
能
で
あ
る
，
こ
れ
は
も
は
や
モ
デ
ル
の
想
定
し
た
生
産
関
数
を
超
え
た
間
題
.に
な
り
、
ソ
連
の
新
政
策
の
ポ
ィ
ン
ト
は
そ
の
可
能
性
の 

追
求
に
あ
る
。
へ

.
■;
-
• 

.

わ
れ
わ
れ
の
研
究
作
業
は
、
諸
種
の
経
済
的
指
標
の
成
長
率
の
予
測
値
そ
れ
自
体
の
高
低
に
つ
い
て
の
議
論
に
は
殆
ど
立

ち

入

ら

ず

、
主
と
し 

て
、「

生
產
水
準
と
実
質
賃
金
の
跛
行
性」

を
解
明
す
る
こ
と
に
力
点
を
お
い
て
き
た
0
そ
し
て
、
.こ
の
点
に
つ
い
て
は
本
研
究
¥
業
，

h

成
功 

で
あ
っ
た
と

考
え
て
よ
い
。「

敗
行
性」

の
メ
ヵ
ユ
ズ
厶
は
、
理
論
的
に
も
突
証
的
に
も
ほ
ぼ
明
ら
か
に
な
っ
た
と

一j

fこ
と

が

で

き

る

で

1

53
。

ソ

通
経
済
政
策
の
予
測

!

七

2

七〉
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家
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達
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資

作

以

外

の

農

産

物

消

費

量
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:
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(

す

な

わ

ち

農

民
_

已

消

費

と
.

コ
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:
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:

ト
.
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市

場

へ
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.
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荷
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第
7

表

：の
，5

の
'
推
.移

之

比

べ

て

み

る

，
と

、
，
農

民

：
ー

人

当

.
り

の

自

己

消

費

量

を
.
と

く

に

切

り

下

げ

る

必

要

は

な

い
.
.じ

と

が

わ

か

る
。

.

'■
;

:

?

)

''
-

:

丹

羽

春

喜
..
.
-

「

ソ

連

経

済

成

長
.

の
.
単

純

な

エ

コ

ノ

メ

ト

リ

：ッ
、ク
.-

モ

デ

ル
$

訂

)
」
『

社

会

学

部

紀

要』

.：一：：

九

六

四

年

十

1

月

■•
:

■

ぎ

藤

，
丹

现

「

豐

な

省

立

方

程

武

モ

デ

ル

に

よ

る

ソ

嘗

圃

象

の

成

長

分

析

」

：
一

九

六

四

年

五

月
;:
'

;

'日

本

経

済

政

擊

会

報

告

。*

丫 

.：

：

a

■
 
-
 
•
 
.
 

' 

..
 

.
 

...
 

-
 

■
 
•
 

.
 

,
 

* 

•
 

:
 

•
 

'

.

’
 

4

一
 

つ
の
政
策
評
価 

：

‘
 

： 

.

.

.’ _ 

.

.

以
上
の
よ
う
な
分
析
を
通
じ
て
、

ソ
連
経
済
が
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
の
約
東
し
た
よ
う
な
経
济
水
準
’，‘(

生
産
$

ば
も
と
よ
り
生
活
水
準
も
含
め
.て)

.に 

到
達
す
る
に
は
、
今
後
か
な
り
の
資
本
係
数
の
下
降
を
期
待
し
な
け
れ
ば
不
可
能
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
が
、
化
学
振
興
政
策
に
ど
れ
ほ
ど 

の
：期
待
を
寄
せ
得
る
か

1
重
要
な
ボ
ィ
ジ
ト
が
あ
る

。
.：',
:

:
>:

/
v〒
v
.
:
:
:

',
,

: 

- V、
：

.;, 

.
'

.

も

ち

ろ

ん

、

脊

理

機

構

の

不

備

を

楚

正

す

る

と

と

に

よ

っ

て

(

た

と

え

ば

"

資

本

利

潤

率

採

用

論

な

ど

も

そ

の

重

要

な

変

化

の

方

向

と

考

え

ら

れ

る

が)

，
 

あ

る

て

い

ど

能

率

化

も

可

能

で

あ

る

が

、

化

学

工

業

に

よ

る

資

本

係

数

の

低

下

、

さ

ら

に

は

、

部

品

代

替

性

増

大

に

よ

る

能

率

化

が

大

き

な

役

割
 

を

も

つ

で

あ

ろ

う

こ

と

は

否

宠

で

き

な

い

。

こ

の

成

に

つ

い

て

以

予

測

を

、

欧

州

先

進

国

の

例

に

よ

ら

て

み

れ

ば

、•

化

学

工

業

の

資

木

係

数

低

下
 

，
は

か

な

り

の

も

の

が

あ

り

(

通

産

省

調

ぎ

で

は

、.

ヱ

チ

レ

ン

ニ

万
t

規

模

の

と

き

限

界

資

本

係

数

は
1

V

三

三

、

一
〇
万
1

’
規

模

に

な

る

と
1

.
七

八

と

窄

す

る
。)

、
こ
の
こ
と
を
そ
の
ま
ま
ソ
連
経
済
に
適
用
す
る
，C
と
は
危
険
.だ
が
、

こ
の
技
術
的
な
関
係
は
ソ
連
も
化
学
工
業
投
資
の
増
大
に
つ
れ
て
多 

少
に
か
か
わ
ら
ず
現
出
し
て
く
る
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
化
学
工
業
振
興
策
の
中
で
大
き
な
期
待
を
か
け
ら
れ
て
い
る
の
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク 

使
用
に
よ
る
代
替
効
果
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
、
欧
米
諸
国
で
は
、
コ
ス
ト
を
1

3

切
り
下
げ
る
こ
と
が
平
均
し
で
可
能
で
あ
る
と
さ
れ 

て
い
る
が(

ア
メ
リ
ヵ
のSociety

o
f 

p
l
a
s
t
i
s
l
n
d
l
l
y

 Inc.

資
料)

、
ソ
連
で
も「

コ
ム
.ニ
ス
ト
1_
誌
一
九
六
四
年
一
号
で
ブ
シ
ゥ
エ
フ
が
、
金
属
こ 

.代

る

プ

ラ

ス

チ

ッ

ク
使
用
で
コ
ス
ト
を
1
2〜

1
1
3
切
下
げ
得
る
と
期
待
し
て
い
る
。

一
九
六
三
年
現
在
、
ソ
連
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
生
産
は
五
八 

.万
t
で
一
人
当
り
消
費
量
ニ 

‘五
拉
に
す
ぎ
な
い(

一
九
六
〇

年

、

ア
メ

リ

ヵ

は

ニ

ー

ー

.!7
\

^

;日

本

は

七.
ー
k5
。

こ

れ

を'一
九

ヒ3
年

こ

，
ま

三

五 

〇
万
t

~
四
〇
〇
方
キ
に
増
加
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。
も
し
こ
れ
が
実
現
す
れ
ば
、

ー
人
当
り
約
ー
四
必
と
な
り
、
ア
メ
リ
ヵ
の
六
〇
年
水
準 

な
み
に
な
る

.0
次
に
期
待
さ
れ
て
い
る
の
は
、
化
学
肥
料
増
産
に
よ
る
食
生
活
の
向
上
で
、あ
る
が
、
施
肥
料
が
東
独
な
み
に
な
る
に
は
、
約
十
皆 

の
増
産
を
必
要
と
す
る
。

I

九
七
〇
年
目
標
は
.、1

九
六
一
一
一
年
：
の

約

四

倍

に

す

ぎ

な

：
い

の

で

こ

の

面

は

速

効

.は
考
え
ら
れ
な
い
0.
こ
う
し
て
.み
る 

と
結
局
化
学
工
業
振
興
策
の
中
で
効
果
の
あ
る
の
は
費
用
節
約

.(

化
学
工
業
は
全
工
業
の
約
一
〇
％
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
費
用
三
〇
％
減
と
し
て
、
エ 

業
企
体
と
し
て
約
三
％
の
節
約)

と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
ら
、
政
策
効
果
は
期
待
し
た
ほ
ど
で
は
な
く
、
今
後
と
も
投
資
配
分
、
経
済
組
織
上
に 

変
更
を
余
儀
な
く
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
。

;

〔

本
稿
は
、
関
西
学
院
大
学
丹
乳
春
喜
氏
と
の
共
同
研
究
で
あ
る
。〕

.ソ
速
経
済
政
策
の
予
測
- 

一
t 

(

一
九)


